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第一薬科大学でも 2013年より 4年次の実務実習事前学習において、PA 実習を開始した。
その学生 190名を対象に、実習に対する評価や各手技に対する習得度アンケート調査を行っ
た。その結果、PA 認識調査では 64.3％の学生が PA を認知していなかった。PA 認識の有無
による分析では、「認識あり群」が全てにおいて「認識なし群」より自己評価が高かった。
進路希望先調査では薬局希望者の方が多く、進路希望別の解析では「薬局希望群」と「病院


























師による PA）の中で PA 教育を導入し、その実習では、生体シミュレーター・フィジコや
バイタル測定機器を使用し、患者の薬歴、検査値、バイタルサイン、などから患者情報を解
釈・分析する薬学的管理を行い、学生の臨床能力を高めている。本実習は、4年後期に 190
名を対象としており、1グループ 63～64名を SG10～11名に分け 3コマを、教員 2名で担当、
最初はバイタルサインの講義を 1時間かけて行い、その後バイタル測定機器、生体シミュレ
ーター・フィジコを用いた実技を行っている。 









≪第一薬科大学 実務実習事前学習 フィジカルアセスメント 受講後アンケート≫ 
以下のアンケートにご協力下さい。 
【各項目の当てはまるものに○をつけて下さい】 
   ・性別  ① 男性   ② 女性 
1. 実習をうける前に薬剤師によるフィジカルアセスメントを知っていましたか？ 
①  知っていた      ② 知らなかった 
 
2. バイタルサインに関する講義で面白かった講義を教えてください。 
①血圧測定   ② 体温測定  ③ 脈拍測定  ④ その他（       ） 




正確に測れた                普通                    測れなかった 
5          4           3            2          1 
※3種類の血圧計で測定が難しかったものは。その他意見を書いてください。 
（                                      ） 
4. 脈拍を正しく測定できましたか。 
正確に測れた                普通                    測れなかった 
5          4           3            2          1 
※その他意見を書いてください。 
（                                      ） 
5. 体温を正しく測定できたか。 
正確に測れた                普通                   測れなかった 
5          4           3            2          1 
※3種類の体温計で測定が難しかったのは。その他意見を欠いてください。 
（                                      ） 
6. パルスオキシメーターを正しく使用できたか。（酸素飽和度の理解も含めて） 
使用（理解）できた             普通                 使用（理解）できなかった 
5          4           3            2          1 
 
7. 聴診器を正しく使用できたか。（フィジコ（生体シミュレーター）を使用して） 
使用（理解）できた             普通                 使用（理解）できなかった 
5          4           3            2          1 
※フィジコを使用しての意見、その他感想 














①  薬局薬剤師 ②病院薬剤師 ③行政薬剤師（保健所など） ④ドラッグストア 
⑤ MRなど企業 ⑥大学院進学 ⑦ その他（                    ） 
 
 










5段階評価を連続変数とみなして、自己評価の平均値を 2 群間で t 検定を用いて比較し、  
統計的有意水準を 5％とした。 
結果 
 研究の対象者の内訳は男性 91名、女性 88名、未回答 3名の 182名であり、回収率は 95.8％
であった。  
1.薬剤師による PA 実施の認知度及び必要度 
実習前に薬剤師による PA を認識をしていたかという質問に対しては、34.1％の学生が認
識していたが、64.3％と半数以上の生徒が認識しておらず、未回答が 1.6％であった。 
今回の実習を終えて、薬学教育に PA の必要性を感じたという意見は 89％、わからない
5.5％、未回答 4.9％、必要とは思わないという回答は 0.5％であった（図 2、3）。  
 
           図 2 実習前に薬剤師による PAをしっていたか 
34.1 64.3 1.6 
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41.2 35.3 23.5 

















































            図 7 PA 認識の有無による分析 
 
2）進路希望先による分析 
次に進路希望先の調査では薬局希望者が 45.3％、病院が 24.2％であった。これらの 2
群について分析をおこなったが、「薬局希望群」と「病院希望群」との間に、パルスオキ
















































図 9 PAはこれからの薬学教育に必要か 
 
考察 
当大学では平成 25年度に、2年次医学概論（医師による）で PA の講義を行い、4年次実
習で、バイタルサイン関連機器、シミュレーターを使用した PA 教育を実施した。アンケー
トの結果は、実習前は薬剤師が行う PA に対する認識度が 34.1％と低く、実習を終えた時点
でのアンケート調査では、薬学教育に PA の必要性を感じたという意見が 89％という高い結























































































1）平成 17年 7月 26日,医政発第 0726005号,厚生労働省 
2）平成 22年 4月 30日,医政発 0430第 1号,厚生労働省「医療スタッフの協働・連携による
チーム医療の推進について」 





6）平成 24年 6月 22日,一般社団法人 日本病院薬剤師会,「薬剤師によるフィジカルアセ
スメント～バイタルサインを学ぶ」 
7）平成 25年４月 1日,公益社団法人 日本薬剤師会,「薬剤師の将来ピジョン」 
